
 
 
 
 
 

『大切なことは､自分たちで地域の価値を見出すこと』梼原町松原 

清流通信読者の皆様こんにちは。 今回は上流域梼原町から、森林セラピー®久保谷ロードのある、梼原町松原地区からです。 
林 森林セラピー®久保谷ロード 林 

ひんやりとした空気の中、真っ先に目に飛び込んできた淡いエメラ 

ルドグリーンは、川底で泳ぐ魚まで見通せる透き通った川の水。自然 

の中に身を置くと、時折聞こえる小鳥の鳴き声、川のせせらぎ、普段 

は聞くことが出来ない耳元を通る風の音などに、またコケや木々の香 

りに、日常を忘れさせるようなゆっくりとした時の流れを感じる。 

癒しとかそんな使い尽くされた言葉よりもっと自然な感覚が、自分も 

自然の一部になったような、そんな気持ちが沸いてくるのを感じる。 

そして、知らず知らずに深呼吸している自分自身に気が付く。 

ここは梼原町松原地区、国有林の久保谷風景林の中を走る森林セラ 

ピー®久保谷ロードだ。久保谷山は樹齢 90～200 年を超えるモミ・ 

ツガ・ヒノキなどに広葉樹を交えた天然針広混交林が茂る山で、昭和 

48 年、その頃より急速に高まってきた自然保護・風致保全の動きと 

相まって、久保谷山春分峠付近のモミ・ツガ林を『久保谷風景林』と 

して国が管理することとなった国有林だ。そしてその山裾に、梼原川 

の支流久保谷川からひかれた農業用水路に沿って続く 3km の道は、平成１9 年森林セラピーソサエティから正式に認定された

森林セラピー®久保谷ロードだ。 その苔むした古い用水路は澄んだ水をなみなみとたたえ、それに沿って続く道の両脇には、

オオルリやヤイロチョウなどの野鳥のすみかにもなっている、美しい自然林がどこまでも続いている。 

林 300 人の心が一つになって 林 
 梼原町は、高知市内から車で約 2 時間。その梼原町中心部からさらに南下すること 45 分、梼原町 

と 四万十町の町境に位置する松原地区は、四万十川の支流 梼原川に沿った山あいに集落が点在する 

150 世帯 300 人ほどが住む山里だ。数年前までは日本の多くの山村集落同様に、人口が減り続ける 

“何もない山里”だったという。「平成 11 年には地域にあった小学校も子供の数が減った為に休校 

する事になり、住民もかなり危機感を持ったのではないでしょうか」区長の下元廣幸氏はそう語る。 

そして、『何とかしたい！』そういう思いが一つになって、300 人の住民の心をつないだ。 

小さな山あいの集落は、もともと団結力の強い住民の力もあった。しかし大きなきっかけとなった 

のは、この『森林セラピー®久保谷ロード』の認定だ。「私たちはこの松原に大きな宝物を見つけたよ 

うです。これを活かして地域の活性化を進め、さらに後世へとこの宝物をつないでいく使命がありま 

す。」 これを機に、下元区長をはじめ住民が協力し合って、地域の活性化に取り組んできた。 

例えば、この夏に松原に出来た２つの民宿。それまでここには宿泊施設がなかったが、セラピーロ

ードを訪れる人を迎える体制を整えようと、相次いで民宿を誕生させた。料理が得意な吉村富紀恵さ

んはその能力を活かし、四季折々の地元の食材を使って『セラピー弁当』を作る。一つ一つが手作り 

で見ても食しても体に優しいまさにセラピーなお弁当。また春になれば、住民あげてこのセラピーロードの一斉清掃を怠らない。 

林 地域の再発見をすること 林 
 この春、四万十川流域は国の重要文化的景観に選定された。その梼原町の重要構成要素として、この 

セラピーロードがある久保谷山も入っている。「重要文化的景観や森林セラピーの認定を受けたりする 

ことも重要ではありますが、それよりももっと大切なことは、自分たち自身でこの地に眠る価値を見出 

していくことではないかと思っています。自分の身近にあるものを地域で上手に活かしていく、さらに 

はそれに磨きをかけて、そしてそれを後世につないでいく、それこそが一番重要だと思うのです。」 

このセラピーロードの農業用水路に沿って、先人が苦労して積み上げた石垣が残っている。 

100 年近い歳月を生き延びて、今も現役で活躍し、微動だにしない、凛として存在する石垣。 

「この石垣はどうしても残さないといけないと思いまして、私たちが提案して、現在保存活動の為の調査をしています。」 

人口 300 人の松原地区には現在子供の数が 12 人という。少子高齢化が進むこの山里に生まれつつある新しい動きを担って

いるのは、他でもないその 300 人一人一人なのだ。 『自分たちの郷土に誇りを持つ、そしてそれを未来に継承していく』 

言葉で言えばたやすく聞こえるこの重大な使命を、300 人の住民一人一人がそれぞれに担って活動しているように感じた。 

そうして、先人が作ってくれたあの美しい石垣も、今の時代を生きて、そして次の世代へとつながっていくのだろうと思いな 

がら、美しい山あいの里を後にした。 
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